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菊地功大司教 メッセージ

イザヤ書は、「心おののく人々に言え。雄々しくあれ、恐れるな。・・・神は来て、あな
たたちを救われる」という神の励ましの言葉を記しています。

感染症の状況の中で、普段通りの生活がままならず、また心の頼りである教会にあって
もその活動が制限される中で、わたしたちは先の見通せない不安の闇の中で、恐れを感
じています。

不安におののく者に対してイザヤは、神の奇跡的力の業を記し、その力が｢荒れ野に水が
湧きいで」るように、不安におののく者に希望を生み出し、いのちが生かされる喜びを
記します。

マルコ福音は、このイザヤの予言の実現として、イエスがなさった奇跡の業を記してい
ます。イエスは｢エッファタ｣の言葉を持って、耳を開き、口がきけるようにされたと記
されています。さまざまな困難を抱えていのちを生きていた人に、希望と喜びを生み出
した奇跡です。

使徒ヤコブは、外面的要素で人を判断する行いを批判します。確かにわたしたちは、外
に現れる目に見える要素で、他者を判断し、裁いてしまいます。使徒はそれに対して、
人間の価値は、神がその人に与えた恵みによって、いのちが豊かに生かされていること
にあるのだと指摘します。

わたしたちは、いのちを生かされている喜びに、満ちあふれているでしょうか。そもそ
も私たちのいのちは、希望のうちに生かされているでしょうか。喜びに満たされ、希望
に満ちあふれるためには、すべての恐れを払拭する神の言葉に聞き入らなくてはなりま
せん。｢恐れるな」と呼びかける神の声に、心の耳で聞き入っているでしょうか。わたし
たちは、神の言葉を心に刻むために、心の耳を、主イエスによって開いていただかなく
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てはなりません。｢エッファタ｣という言葉は、わたしたちすべてが必要とする神のいつ
くしみの力に満ちた言葉であります。わたしたち一人ひとりのいのちが豊かに生かされ
るために、神の言葉を心にいただきたい。だからこそ、わたしたち一人ひとりには今日、
主ご自身の「エッファタ」という力ある言葉が必要です。

ところで、教皇フランシスコは、2015 年に回勅「ラウダート・シ」を発表され、教会が
共通の家である地球環境のさまざまな課題に真摯に取り組むことの重要性を強調されま
した。その啓発と霊的な深まりのため、毎年 9 月 1 日を「被造物を大切にする世界祈願
日」と定め、アシジのフランシスコの記念日である 10月 4日までを、被造物を保護する
ための祈りと行動の月間、「被造物の季節(Season of Creation)」としています。

日本の教会も、2019 年の教皇訪日に応える形で、この期間を「すべてのいのちを守るた
めの月間」とさだめ、昨年からさまざまな呼びかけを行っています。

教皇様は｢ラウダート・シ｣において、｢総合的エコロジー｣という言葉をしばしば使い、
環境への配慮とは、単に気候変動に対処しようとか、温暖化を食い止めようとかいう単
独の課題への取り組みを意味するのではなく、全体としての「ともに暮らす家を大切に」
することであると強調されます。そのため、いのちに関わるさまざまな課題を総合的に
考えなくてはならず、究極的には、「この世界でわたしたちは何のために生きるのか、わ
たしたちはなぜここにいるのか、わたしたちの働きとあらゆる取り組みの目標はいかな
るものか、わたしたちは地球から何を望まれているのか、といった問い」(160)に真摯に
向き合うことが求められています。

すべてのいのちを大切にせよと命じられる神の言葉を心に刻むために、主の｢エッファタ｣
という力強い言葉によって、心の耳を開いていただきましょう。神の言葉に心を向けま
しょう。


